
これまで各地域局で行っていた休日・夜間の窓口業務を、『本庁舎（中央町）』に一本化するこ
とになりました。 

ます。皆さまのご理解とご協力をお願いします。

 ◆休日の戸籍の届出…………………本庁舎の休日窓口で受け付けます
 ◆休日の問合せ………………………本庁舎の休日窓口で対応します
                  ※大雄地域局への電話は、本庁舎へ転送されます
 ◆夜間の問合せ………………………本庁舎の宿直が対応します
                  ※大雄地域局への電話は、本庁舎へ転送されます
 ◆スタジアム大雄などの施設使用…大雄地域局に、鍵の受け渡し・返却用の「キーボックス」
                 を設置します

 市全体の人口が減少する中でも、将来にわたって安定した行政サービスを続けて行くために、

 休日・夜間窓口の本庁舎一本化に伴い、土日・祝日・夜間は「大雄地域局庁舎」を「閉庁」し

 今後も「休日・夜間窓口の本庁舎一本化」に伴う変更点を、随時、お知らせします。

 子どもから高齢者、運動が苦手な方も気軽に楽しみながら参加できます。運動を通して健康を

促進し地域や世代を超えて交流を深めることを目的としています。軽い運動が中心で、スマイル
ボウリングや輪投げのほか、モルックやボッチャなどの６つ

されたチラシをご確認ください。

◆その他／事前申込不要です。直接会場にご来場ください。

◆日時／11月７日（土）午前９時～11時30分

◆持ち物／内履き、飲み物、タオルなど
◆場所／大雄コミュニティ交流センター（旧大雄中）体育館

のスポーツが体験できます。
 また、６種目中４種目以上を体験すると抽選に参加できる
スタンプラリーも行います。さらに、数名でチームを作り対
戦できるコーナーもあります。
 詳しい内容については、各集落のスポーツ奨励員から配布
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2026大雄地域スポーツレクリエーションＤＡＹを開催します！
～ 家族・友達・お一人でも楽しめます ～

令和９年４月から『本庁舎（中央町）』に一本化します

市役所の休日・夜間の窓口が変わります
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いるということもあり、参加者は説明や実演に真剣に取り組みな

たいゆうかわら版 令和8年11月1日

 ９月10日、大雄地区交流センターを会場に『横手市日赤奉仕団大雄分団研修会』が開催され、

33人の参加がありました。昨今の災害を鑑み、「防災」をテーマに研修会を企画し、日本赤十字
社秋田県支部の救急法指導員である髙橋文子さん（下根田谷地在住）と佐藤美子さんを講師に迎
えて「赤十字救急法短期講習 三角巾を使った傷の手当」を受講。災害時や不慮の事故でケガを
負った場合の応急手当てについて、参加者がお互いに受傷者役と
なり、実際に三角巾を使った手当ての方法を学びました。
 髙橋文子さんは平成23年から日赤秋田県支部の救急法指導員ボ
ランティアとして活動されており、地元の方が指導に当たられて

         ・大雄地域局庁舎前（14：00～16：00）
・病気やけがなどで輸血を必要とする方の尊い命を救うため、献血にご協力をお願いします。
・献血にかかる時間は約30分～40分で、『400mℓ』献血のみの受付となります。
・服用しているお薬によっては献血できない場合がありますので、服薬されている方はお薬手帳
 をご持参ください。

 
がらも、終始なごやかな雰囲気での研修となりました。

         ・(株)宮腰デジタルシステムズ（12：15～13：00）

◆日時／令和８年11月20日（金）
◆場所・受付時間／・大和更生園（10：00～10：30）

報 告 大雄市民サービス課保健福祉係☎52-3905

日赤奉仕団大雄分団研修会を開催しました

献血にご協力をお願いします

〈研修内容の一部をご紹介します〉

三角巾を使った

応急手当

■額、頭の手当て
①適当な幅の三角巾を作り、患部に保護ガーゼ

を当て、その上を抑える。

②三角巾の端を、それぞれ後頭部に回して前に

もってきて、患部を避けたところで結ぶ。

■腕の吊り方
①吊ろうとする腕の肘側に頂点を置き、反対の

肩に底辺の一端をかけます。

②底辺のもう一方の端を患部側の肩に向かって

折り上げ、他方の端と結ぶ。

③頂点を止め結びにするか、折り曲げて安全ピ

ンで止める。

三角巾は傷の大きさに応じて使用できます。

三角巾がない場合はスカーフや風呂敷、シーツ

などで代用できます。

①出血を止める

②傷を清潔に保つ

③苦痛を和らげる

佐藤美子さんと髙橋文子さん(右)

① ② ③
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